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柔軟物体のための光学式接触センサの研究

筧　豪太

内容梗概

本研究は，私たちの身の回りにあるクッションやぬいぐるみなどの綿を内包する
柔軟物体への接触検出手法を提案し，柔軟物体を用いたやわらかいインタフェー
スを利用するためのセンサシステムの構築を行う．人とコンピュータの関わり方
がコンピュータのところへ行って操作するという形から，環境にコンピュータが
入り込むという関わり方へ変化していく上で，人とコンピュータをつなぐインタ
フェースもそれに合わせて変化することは重要なことである．これをインタフェー
スとして利用できることが可能であることを確かめた．また従来の，マウスやキー
ボードといった固いインタフェースと比較することでやわらかいインタフェース
の有効性を検討した．綿の接触への検出は，綿の構造のや他の柔軟物体を利用し
たインタフェースで用いられている手法を基に検討し，光学式センサを使用する．
綿の密度の変化を光学式センサによって検出することが可能であることを実験に
よって明らかにし，光学式センサを搭載した小型軽量のモジュールを開発した．モ
ジュールの設計においては，1)やわらかさを損なわない，2)外装の種類，形状に
依らず検出ができる，3)外装への加工の手間が少ない，という点を重視した．加
えて，センサシステムを構築するためのプロキシサーバーの開発を行った．本シ
ステムを用いてソファ，まくら，ぬいぐるみを用いた機器の制御を行うアプリケー
ションを三種類実装し，本手法の有効性を確かめた．
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Detecting Shape Deformations on Any Soft Objects Using
Directional Photo-reflectivity Measurements

Gota Kakehi

Abstract

In this paper, we present FuwaFuwa, a novel technique to detect shape deforma-

tions in soft objects using directional photo-reflectivity measurements. According

to the shape changes in soft objects, padding material density varies and it makes

changes to the light scattering properties of the padding grain. We use photo-

reflective sensors to measure reflected IR light energy from the padding and derive

shape changes on the object surface. Our study shows this technique is capable

of measuring the density changes effectively enough to measure user interactions

such as “push”, “hit” and “hug” on a soft object. We propose FuwaFuwa as a user

input sensing technique to detect user interactions on soft interfaces.

Keywords:

Soft User Interface, Density Measurement, Photo Reflectivity, TUI
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